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古 田 榮 作

これ まで3回 の論考に よ り、熊本洋学校 の成立 とそこへのジェー ンズ(Capt.Leroy

LansingJanes)の 招聰の経緯、熊本洋学校 の教育指針、熊本洋学校 での英学教育につい

て考察 し〈以上、Capt.L.L.Janesと 熊本洋学校(1)〉、熊本洋学校で行われた日本におけ

る近代学校 における最初の男女共学の成立 と男子生徒の男女共学に対す る態度 を見 く以

上、Capt.L。L.Janesと 熊本洋学校(2)〉、さらに熊本洋学校の名 を後世に轟かせている「熊

本バ ン ド」の結成の経緯について考察 した く以上、Capt.L.L.Janesと 熊本洋学校(3)〉。

本稿 では、熊本洋学校で学んだ二人の女性(横 井みや子 と徳富初子)に ついて、その

後の生涯、特に結婚 と結婚観 を考察する。

Janesは 熊本洋学校 で学んだ二人の結婚 と結婚後の生活について、次 のよ うに記述 し

ている。

二人の少女の うちで年少の者、おはつ さんは、徳富の姉 であるが、帝 国議会の議員

と結婚 した。彼女は京都 の御所 の近 くの幸福 な住民で、模範的な妻 であ り母 であ り、

彼女 と彼女の優秀 な夫がその中で活動す る上層の社会圏に光彩 を添 える人物 であった。

海老名その人が、彼女 たちの(熊 本洋学校 での……筆者注)最 初の導 き手(=学 習指

導す る先輩生徒)で あったが、年長のおみや さんに、彼の級友 で彼女の兄(横 井時雄

……筆者注)の 媒酌 によって疑い もな く正式の 日本流のや り方 で、著者だけが知 って

いることだが、すべ ての 日本婦 人の中で最 も高貴で、最 も有能 で、婦人の魅 力 と性格

において最 も完全 に近 い人に、求婚 し、結婚 を勝 ち得 たが この人 と生涯の伴侶 と

しな くては、彼が どんな努力 をしようとも、彼の生活は堕落 し、彼の将来 は破滅 させ

られ、彼 自身 も不幸に陥 って しまうだろうと、宣言 して 学校での彼女の若 き日の

経験は疑い もな く深い印象 を与えた。家族が増えると夫の到 るところでの牧師 として

の職務 の抑圧的な義務が干渉す るようになるまでは、おみや さんは、彼女 の祖 国のい

ろいろな分野 での少女 を教育 し激励す るとい う、貴重で実に実 りの多い年 月を教育的

な仕事 に捧げた。 この仕事 で彼女は、いかなる国においても顕著 に評価 されるであろ

う、組織 に対す る、愛の訓練(=道 徳的訓練)に 対する、 また知的激励 の刺激(=kin一
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ユ　

dling)に 対す る能力を発輝 した。

熊本洋学校に学んだ二人の少女の結婚 とその後の生涯を紹介す るジェー ンズの考察 で

ある。 ここで、伝記等により二人の少女、特に湯浅初子の、結婚お よび結婚に まつわる

思考について考察 してみ よう。

徳富初子は熊本県葦北郡水俣村で、代 々総庄屋 をつ とめ、古 くか らの豪士で、醸造酒

業 を営む徳富 多太助(=一 敬、漠水 と号 した)・久子の子 として誕生 した。徳富多太助 ・

久子夫婦には既 に常子、充子、音羽子の三人の娘があ り、今度 こそは息子の誕生 をと願

ったものの叶わず、諦め切れぬ思ひは、……多太助は男子たる可 く全家か ら期待 されて

女に生 まれた戸籍上の第五女(多 太助 ・久子夫婦は多太助の直 ぐ下の弟夫妻が娘一人を

残 して死んで仕舞 ってお り、彼 らは長女 として育てていたので)に"初"と い う名を自
　 ラ

分で付けた。それは安政七年、一月廿三 日であった。

初子の誕生後、徳富家には猪一郎(蘇 峰)、 健次郎(藍 花)が 生まれてい る。初子の気

性 を示すエピソー ドが伝 えられている。

初子は姉等のあ とにつ いて勇んで寺子屋行 きを始め た。遊芸は嫌 いであつたが、讃

み書 きは絵程好 きであつ たらしい。草紙な ど取揃へて誰れに も催促 されるで もな く、

朝 も早 く起 きて、手習に行つ たものだ。然 し此庭で も持ち前の勝氣はグングン と現れ

て來 た。

小 さい娘は口を結んで、一心になつて清書 を書いて行 く。師匠はあの子 とこの子 と

見て居つて中々初子の番に廻 らない。 スル ト初子はあの大 きな眼でヂ ロ リと師匠を硯

んで居 る。初子の控へ の小 さい手帳には、黒々 と其 日付 けの中に黒黙が押 して有る。

姉等が不思議がつ て何か と尋ね ると初子は笑ひ もせ ずに返事 をす る。
ヨ　"今 日は師匠黒星だ

。 よく教へて呉へぬか ら"

気の強い初子の一面がよ く描 き出されているエ ピソー ドであ る。少人数の寺子屋教育

の一面 を示す とともに、向学心の強い子 として育っていたのであった。

十二歳の時、父の多太助の熊本藩 出仕に伴 って、一家は熊本に移 り住むことになった。

母は一先ず初子 を當時熊本城下に移 り住んで居た小楠の未亡人、 この横井家に預 けるこ

とに した。横井家には、息子、娘、二人の子供が在つた。長男は時雄 と云つて殿様のや

うに上品な、小楠の息子 としては少 し監が不足 らしいが、然 し學才 ともに秀いでた少年

であつた。妹 はみや子 と云つて切角 なら兄 と入れ代へ度い と云ふ容姿の持主。然 し、敏

捷で、快活な才媛である。…… この一家が今は沼山津を引 き上げて熊本城下の濠端に住

んで居たので、初子は暫 く預け られ る事になつた。みや子 と初子の交 りは、この時か ら
4)

既に始め られたのだ。

熊本洋学校が創立 され、その 「紳士養成」の教育が緒につ くや次のようなこ とが生 じ

たのである。「このゼ ンスの學校 の評判は、縣下の隅か ら隅 までひ デき渡つた。兄等が寄
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れば燭れれば一種 の誇 を以つて話 し會ふこの學校が、未だ奥深 く閉ぢ込め られて居 る娘

等に も耳に入 らない事はない。殊 に凡てに魁す る横井家の傳統の中に、 已に兄の時雄 は、

この選抜隊の中に入つて、押 しも押され もせぬ一人 となつてやつて居る時だ。氣性では

兄 をも凌 ぐみや子が母に願ふ虜はや は りこのゼ ンスの下 に學 び度い と云ふ事 だ。同 じ好

學の精神 に燃えて居 る初子、負け じ魂の化身の初子が、共に居つて、二人の娘はこの機

會 を失ふ筈がない。女に學問?と 云ふ上に女に英語?は 更に問題 となる時代 ではあるが

到當親等 も種種工風 して、ゼ ンスの妻君に頼んで娘等の好學 の精神 を満足 さして貰ふ事
らラ

となつ た。」

こうして初子 とみや子の二人は、開化のための教育 をジェー ンズ夫人(ジ ェー ンズの

二度 目の細君で、 スカ ッダー博士の令嬢)か ら受け る事 となったのであ り、ジェー ンズ

夫人の下に学習にや って くる娘等の数は十指に も達 していた。 そうした中で 「花岡山事

件」が勃発 し、初子 とみや子の 「共学事件」が引き起 こされ るのである。

當時初子等は、ゼンス夫人の都合か ら教授が績 られないので、已に十名に もなつて

居た、女生徒 等の中で他 の娘等 は、一時思 い切つて學業 をやめて居 たが、みや子 と初

子の二人丈けは座席 もない廊下 に、男生徒等の教室の外で、一庭 に教授 を受 けて居 た。

冬の最 中、お濠か ら吹 き上げ る寒風で、手足 も凍ふ る中を、二人は決 してあ とへ引か

なかつ た。男生徒等は、初めは少 しも氣に もせ なかつ たであらうが、度重 なるにつれ

て、うるさ くもあ り、氣の毒に もなつ たのであ らう。或 日彼等はゼ ンスに使者 を立て ・

抗議 を申 し込んだ。 この時のゼ ンスの答へが面 白い。逸早 く、それ と感附いた、ゼン

スは使者に 口上の半分 も云はせ ぬ内にヂツ ト青年の瞳を見据えて逆問 した。

"君等の母上 は女か男か"と
。

　　

男生徒の抗議は、 これで終つて、 この二人は最後 まで、廊下の聴講 を織績 した。

この ように向学心の強い初子 とみや子の二人はその後 どの ような生涯 を送ったのであ

ろ うか。殊に二人が どの ように して結婚 を決意 し、 どの ように伴侶 と共 にその後の人生

を歩んだかを垣 間見てみ よう。

みや子は牧 師夫人 として終生 を送つた し、初子には其終生の最 も強 き動氣の一つは

信仰 であつた。初子が終生 どんな難關に庭 して も、唯一度 も愚痴や不幸 を人に洩 した

事 のない、驚 く可 き潜勢力は、彼女の性格の強さによるであ らうが、彼女が少女時代

に、魂の根抵に打 ち込 まれ た、然か もゼ ンス夫妻か ら直接に打 ち込 まれた、基督教の
7)

素養 による事 は否む事の出來ぬ事實である。

「花岡山事件」と 「共学事件」が勃発 した年 にジェーンズは任期満了で帰国 し、他方洋

学校 は閉鎖のやむな きに到 った。洋学校 で学 んだ生徒 たちはその多数が上京 ・上洛 し、

新 しい学 び舎 を求めることになる。

初子は猪一郎 とともに東上 し、福澤諭吉の 「慶磨義塾」の予科 に通い始めるが、猪一
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郎 は進学先 を決めかねてお り、東京英学校に入学す るも、満足を得なかつ た猪一郎は、

同志社 と新島の下へ、投 じて行つた。初子 自身 も京都 に向かい、 また横井時雄の下に托

されていた末弟の健次郎藍花 も、後に上洛 し、同志社 で学ぶ ことになった。初子は母親

役 として三人分の学資金のや りくりを任 されていた。卒業を目前 とした猪一郎蘇峰は、

校長の新島裏に謀反気を起 こし、京都 を飛び出 して しまう。再度上京 し、叔父江口高廉

の 『内外交際新誌』の編集を手伝 うとともに岡松甕谷の紹成書院で学んでいたが、郷に

帰って、新奇薪直 しに、勉強せん乎 と考え、熊本に引 き上げていった。

帰熊 した猪一郎蘇峰は父多太助一敬 ら横井実学党が1879年11月 に熊本に 「修 身成徳」
8)

を目的 として設立 した 「共立学舎」 で教鞭 を執 り、更に1882年3月 には三派鼎立す る熊

本での 自由民権運動 ・民権思想の学習学校、民権私塾 として瓜々の声を上げた 「大江義
　ラ

塾」 を主 宰す るこ とに な る。徳 富初 子 は、父母 を助 け、 弟猪一 郎 の内助者 として働 い た。

・・… この 頃姉 等 は皆縁 付 いて、 母久 子の病 身 の庭 か ら、 自 と一 家 の仕事 が初 子 の上 に廻
10)

つて來 た。

「世間並の結婚 と云ふ事は頭に來ない
。出來 る事 なれば 自身も今 日の女性 として一新進

路を拓 き度 いと云ふ心は充分 にある。……病身の母 を見ては、馨學の研究 もやつて見度

し、又幼児の全 く省み られぬ忙 しい家庭 を見ては、當時始めて耳にする幼稚園 といふ も

の ・必要 も深 く思はれ る。いつれに しても、 この ま ・で熊本に埋 ることは出來 ない。 さ

りとて、父母にこの上更に學資を仰 ぐことは出來ない。況 して家では已に殆んど弟の代

とな りつ ・在 るではないか。終ひに彼女は志 を決 して、東京なる矢島揖 子を尋ねる可 く
11)

決心 した。」時に、1883年 、初子の叔母 「揖子は櫻井女學校々長 として、當時都下に隠れ

な き學校の一つに納なつて居 る時である。凡ての事業は、看護婦養成に至 るまで、 この
　　ラ

學校の経管の下に為 されて居た時代 である。」「當時の櫻井女學校 は、この東西の人物(=

ツルー夫人 と矢島揖子)の 強い提携 を基礎 として築 き上げ られつ ・あつた。女學校は豫

備 として小學校 を備へ、更に幼稚園の必要 を感 じた。學費少 き生徒の濁立 自給の道 を供

して、一方には看護婦養成所 も開かれた。 たfそ れ計 りではない、 日曜 日には各教會に
13>

日曜學校教師 を提供 し、又各名家の夫人等に、英語修得 の機會 をも供 して居 た。」「兎に

角當時の初子は幼児の養育を主 として、我國に今や始めて試み られつ ・あつた幼稚園事
ユの

業をもつて立つ可 く自ら用意 しつ ・あつたや うだ。」

この ように初子は叔母揖子の下で、 自立すべ く幼 児教育 を学び、幼稚園経営 の実際 を

学んでいたのである。

酒乱の夫 と離婚 した上で、上京 して築地の小学校教員伝 習所 を抜群の成績で卒え、最

初 の小學校訓導試験に合格 した、矢島揖子は、十歳 も年下の兄直方の書生鈴木要介 との

間になさぬ仲の子 をなしていた。兄直方か らの書簡によれば、彼女の離縁 した夫 との間

の子、林治定は花岡山の盟約に加わ り、 キ リス ト信徒 としての誓いをしていた。
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1878年 の秋 の こ とで あ った。安 川亨 牧 師が矢 島揖 子 の下宿 を訪ね た。要 件 は新 栄女 学

校 へ の招 聰 で あ った。 我 が子林 治定 の こ と、勤務 す る桜 川小学校 の受 け持 ちの子 であ る

元 山ハ ル の 「身売 り」 の こ と、 … …が頭 の 中 をかけ め ぐる。酒 害 は彼女 の離婚 の原 因 で

もあった。 失 明の危機 を乗 り越 え て きた揖 子 であ った。 酒の害 を訴 え るには 、女 学校 と

い う場 は最適 の場 では ないか と揖 子 は考 え、 ミセ ス ・ツルー(MaryT.True)の 居宅 を

訪 ね る決意 を した。

ミッシ ョン ・ス クール と しての新栄 女 学校 の校 長 の要件 として、 ミセス ・ツルー は、

一、 日本 婦 人 であ るこ と

一
、 キ リス ト者 であ る こ と

15)
一、教養のある人物 であるこ と

を心に描 いていた。 ところが、揖子は就任の条件 として

一、 自分 は食事の世話は しないこ と

一、学科 につ いては精々や ってみるこ と

一
、寄宿舎 の世話は承知の こと

16)

一、月俸 は目下10円 であるか らそれでよいこと

を上げた。 ミセス ・ツルーの考えでは月給はやや高 いと感 じた ものの 自らの条件の第

二は充たされないものの信頼 して教育 を委託 できる人物 として揖子 を校長 として迎える

ことになる。校長代理 として新栄女学校 に迎 えられた揖子はプ ロテスタン トに とって許

されぬ習慣 を身につけていた。喫煙の習慣である。訪問客 と歓談 し、煙管の首 を煙草盆

に置いたまま見送 りに出向 く間に、校長室に煙が充満す るという小火さわぎが起 こった。

事の顛末 を ミセス・ツルーに報告 し、謝罪 して 「今後二度 と煙草 をのみません。」 と誓 う
　の

と、 ミセス ・ツルーは 「今 日の小火騒 ぎは、神様の大 きなお恵みですね。」

この小火騒 ぎ以降、揖子の脳裏か ら 「神様の大 きなお恵み」 というミセス ・ツルーの

言葉が離れず、何等の とがめ もしない彼女の態度が眼を離れなかった。朝夕聖書を讃む

ようにな り、時間を見つけては教会での説教 を聞 くようになった。ある日曜 日の教会の

説教の論題は 「姦淫の女 とイエスの まなざし」であった。 それは ヨハ ネ伝第8章 の姦淫

の女 に題材 を取った説教 であった。イエスの 「汝 らの うち、罪なき者まず石 を梛 て」の

言葉を聞いて、姦淫 した女 を連れ立てて来 た学者、パ リサイ人は良心に責め られ、その

場 を立 ち去 っていった。姦淫女 と二人 きりになってか ら、イエスは 「女 よ、汝を訴 えた

る者 どもはいずこにお るぞ、汝を罪す る者なきか。」 と問い、女の 「主 よ、誰 もな し。」

の言にイエスは 「我 も汝を罪せ じ。往け、 こののちふたたび罪を犯すな。」と諭 した。 こ

の説教 での 「汝 らの うち、罪なき者 まず石 を擦て」の言葉にふれ、『人間には審 く資格が

ない。 罪のない者だけがその資格があるのだ』 と納得 し、その後二 ヶ月 も経ず して揖子
18)

は洗礼 を受 けた。
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不倫の子をな し、不注意か ら小火騒 ぎを起 こし、 なお教育事業 に専念 しようとす る揖

子 と起居 を共に しようとした初子である。 自立 しようとす る一人の女性 として何かに打

ち込むことを学ぼ うとしたことは否めないであろう。そ うした揖子に伴われて伝道活動

に同行 した初子 であった。揖子 は伝道活動で安 中を訪れる事 も時々あった。揖子は安中

に寄れば必ず味噌醤油問屋の有 田屋に泊った。安 中の有田屋の母堂 もよ子 も若主人の治

郎 も既に洗礼 を受けていた。

初子の縁談 は、決 して樂な ものではなかった。 固より國か ら出て來 た目的が、出來

る事 なら猫立の生活に入 り度 い考へである。 それで自身求めて縁談 などを考へ る筈は

なし又他庭 か ら無理に これ を勧め る人 もない。唯絶えず忘れ ないのは父母 と兄弟であ

る。特に弟の猪一郎 である。彼は音羽子 に誇 を感 じて居 た以上 この姉には誇 を感 じて

居 るらしい。幼い時か らこの二人は負け嫌 の隻方男女 の旗頭 として育つて來 た。熊本

に も一緒 に出た。東京に も前後 して出て來て居 る。猪一郎が蹄れば初子 も露つて大江

義塾 を助けて居 る。彼等の生活は何時の時代 もこの時まで、最 も近 く暮 らされた。共

にゼ ンスの弟子であ り、共に同志社に學んで居 る。一緒にキ リス ト教 も信 じて居 る。

凡べて共通黒占が 多い。多 くの女性 を見渡 して も當時初子程の婦 人は鯨 り多 く見なかつ

たに違ひない。彼れは弟 としてやは り、姉 の良縁 を心懸けた。初子 自身 も一切身姿 な

どに無頓着ではあつ たや うだが、年頃の若 さと健康、それに自然に備は る容姿には、

一種の気品を備へた。今 日の言葉で云へば印象的な顔 であつ たか ら當時あちこちの人

目を引いた事 は孚はれない。別に求め る課ではないが、求婚者 も少な くなかつ た。弟

を通 して申込む もの もあつた。然 し初子 は殆 どいつ れにも耳 を傾けなかつ たや うだ。

唯一度初子 自身出向いて行 つて直接談判 をしたのであつ た。 それは弟 も將來 を嘱 して

紹介 した人物 であつたらしい。先方は其時 も早や相當な政治家であつ た。初子は何庭

で面會 を求めたか知 らないが、 冒頭第一 中心問題 につ き入つ た。

"貴兄の一夫一婦観 は"

この生 眞面 目な顔 で、ニ ツコリともせず出 し抜けに尋ね られては、大抵の男 も参る

であろ う。然 し先方 もさる もので、平氣な調子で徐 うに答へ た。

"一夫一婦
、ハア、私 も今 こそこうして居 るが、いつ れ一 と角になれば女 の一 人や二

人は相手にす るであらう。一夫一婦な どと云 う事は、今 から約束で きない"

"そ れでは
、 このお話は これ切 りです"

と初子は二の句 をつがせず直 ぐ暇を告 げて露つて來た。……ゼンスの教育 と云ひ、

新島 と云ひ、 キリス ト教 の鋭い男女の貞操観 を根本的に、信 じて居 る初子には、假 に

も、さうしたルー ズな事 は考へ られない。人物本位、む しろ腕前本位 で弟 は紹介 した

か も知れぬが初子には全 く落第であつた。此時の事であらう、揖子女史はよ く語つた。

"お初 さんがあの時
、蹄つて來て、憤つて憤つて、あんな人間 を紹介す るなどと云ふ

一196一

層 艸 甲w`↑



Capt.L.L.Janesと 熊 本 洋 学 校(4)

事が在 るものか、 といひながら、私の室に在つたお盆の上 のおせんべ いを、ば りば

り殆ん ど皆食べて仕舞つた"
ユ　ラ

と云つて其時の様子 を思ひ出すや うに笑はれた事があつた。

この逸話の初子へ の縁談の相手方の政治家は犬養毅 である。

地位、財産、名望 などは問題 でない。 眞實敲いて偽 のない、正味正當の人物 をと、
　

初子は結婚す るならば選む畳悟であつた。

こうした中に持 ち上が ったのが有田屋の主人湯浅治郎 との縁談である。先妻に先立た

れ乳児のろ くを含め4人 の子 どもの父親(4男2女 であるが、三男四郎四男五郎は天)

との縁談である。湯浅 は味噌醤油の醸造販売の有 田屋の総領息子 として、1850(嘉 永3)

年父治郎吉、母 もよ子(茂 世 とも記 され る)の 間に生 まれた。治郎の父治郎吉は婿養 子

であ り、味噌醤油の醸造販売ばか りでな く、田畑 を買 い、養蚕をして身代 を築 き上 げた。

治郎は、15歳 で元服 して家業 を継 ぎ、17歳 で原市の眞下茂登子 と結婚 している。彼 は家

業の味噌醤油の醸造販売ばか りでな く、横浜港に出向き南京米や魚油等の輸入販売 をし、

農学家津田仙の新説による稲作 改良 を推進 し、肥料 の卸売 りも手掛けた。1872(明 治5)

年 「便覧舎」 を創設 し、和漢の古書 ・新刊書 を蒐集 ・購入 し、無料 で自由に閲覧 させ 、

町の青年の知識 を大いに啓発 した。1874(明 治7)年 新 島裏が帰朝 し、安 中城 内の造士

館 で講演するや彼 も米国の新知識 を吸収せ ん として聴講 した。1878(明 治11)年3月 末

には、「便覧舎」二階で、新 島よ り男女30人 が洗礼 を受け、安中教会 が創立 された時、彼

も妻 も受洗 した。学務委貝を務め、生産会社同潤社 を起 こし、それを拡充 した碓氷銀行

の頭取 ともなった。1880(明 治13)年 碓氷郡選 出の県会議員 とな り、翌1881(明 治14)

年 には県会議長 とな り、10年 間その職 を務めた。他方 で、彼は 日本鐵道會社の理事 とな

り(1881年)、1883(明 治16)年3月 にはキ リス ト教 に関する新刊図書の出版な らびに販

売 を主 とす る 「警醒社」 を創立 し、その経営にあたった。 このよ うな政治 ・経済の多方

面 での活躍 をしていた治郎であった。安中教会 の創立時のメンバーであ り、 この教会の

創立時に新 島は 「信者は酒を飲む可からず、男女混合 の湯 に入 る可からず、安息 日に旅
21)

行す可か らず、常に聖書 を携帯す可 し」 と申 し渡 した。 この新 島の申 し渡 しを遵守 して

いたか らで もあろ うし、人道的立場から彼が中心 となって提唱 した 「廃娼運動」が初子

の 「一夫一婦論」の共感 を得 たのか も知れない。1882(明 治15)年3月 に彼は群馬県会

において、「前議会 に於 いて萩原國太郎氏 より貸座敷管業規則改正の建議が出て留保 され

て居れ ど、寧ろ娼妓其者 を全療するを可 とす」 と提案 し、議員45名 中43名 の賛成 を得て

可決 し、 また当時の群 馬県知事揖取素彦 もこれ を可納受理 し、 これに反発 した貸座敷業

者 との膝詰め談判 もあったが、治郎は 「娼妓存置の要 もな く、反つて風教上有害無益だ

か ら、之が療止 を建議 したのである。諸君に して有益無害 と認むるな らば諸君亦之 を建

議するは諸君の自由である。 自分達の建議 を取消す ことは断然出來ぬ」と言い放 ち、「湯
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浅 を引摺 り出 して梛れ」 との一部業者の暴言に対 して治郎は 「前に居 る人々は陳情す る

と云ひ、後 ろに立つ者は暴言 を吐 く、何れが本當の態度 であるか、其れに由つて當方の

考 もある」 と述べた とい う。治郎の投宿先が警察署の隣 であったこ ともあ り、抗議 に訪

れた貸座敷業者 も解散 を余儀 な くされた。その結果、同年4月 には群 馬縣令第二十七號

により、「明治二十一年六月を限 り、貸座敷螢業及娼妓稼一切 を癩止す る」 と布達 され
　　　

た。治郎の母 もよ子は新 島の弟子 として洗礼 も受 け、安 中教会の中心人物 であった。 旧

士族 の多い安 中教会員には養蚕所 を建設 し、田畑に桑 を植 え、養蚕 を指導 したのは治郎

であった。味噌醤油 問屋の有田屋は、前橋 ・高崎 ・藤岡 ・原市の伝道者教 師同行者の無

料宿泊所であった。伝道者教 師 として派遣 された矢 島揖子の同行者 として初子は上州に

赴 き安 中の常宿の有 田屋に宿泊 した。治郎の妻茂登子が二女 ろ く(禄 子 とも記され る)

の出産後、病 を得て不帰の人 となっていた。 と乳飲み子の ろ くの養育 をしたい……女の

子 を始めか ら理想的に育て ・みたい……そ うした気持 ちが初子の胸に去来 した。 もとよ

り自立で きる婦人になるために幼児教育 について研鑛 を積んできた初子である。連れ子

の存在が障害 となるのではな く、む しろ機縁 となったとさえいえよ う。

何事 も明 日に

ならば とお もうこそ

おこたるけふの
　ヨノ

心な りけれ

と冒頭に詠 み込 まれた 「日記」には
24)

夫婦共二外出スル時ハ、名字及 ビ代名 ヲ用 ヒズ

との記載がある。 この 「名字及 ビ代名 ヲ用 ヒズ」の意味は大 きい。衆人 を前に 「治郎

さん」「初子さん」 と呼 び交わすこ とを宣言す ることは治郎 ・初子夫婦が 「新 しい夫婦」

像 を構築す るために心掛けた ものであったのではなか ろうか。 日記の記述部分 の第一葉

には

明治十八年十月九 日、青天
25)

上野國、安 中騨、碓井會堂二於 テ結婚式 ヲ行 フ

とのみあるだけであ り、続いて

十 日 晴天

午前十時 ヨリ安 中教會、秋期親睦會有、之 ヲ會堂二於テス。午後浅間二於て一同種々
26)

遊戯為 テ午後 四時頃蹄ス

と結婚式 ・披露宴 についての記述があ る。十一 日 ・十二 日と二人で前橋 に出向き、 そ

の間に海老名夫妻 と二度 も往復 している。多忙 な治郎 との新生活に向けて水入 らずでの

ほんの一時 を過 ごしたのであ り、十三 日に治郎が県庁 に出向 き、十四 日か ら十一 月一 日

まで海老名みや子 と伊香保で過 ごすのである。みや子 を交えた三人の伊香保での 日々は
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夫治郎の多忙な生活 を支える妻 としての準備期 間であ り、 また4人 の子の母 としての準

備期間で もあった。既にキ リス ト牧 師の妻 としての生活に入っている海老名みや子を交

えるこ とによ り安 中教会の中心的人物の妻 としての充填期間で もあったであろ う。 キ リ

ス ト者 として生 きるこ とへのパイロッ トが海老名みや子に託 されていたこ とは間違 いな

か ろう。来るべ き国会開設に備 えながら新居 を東京に移 すこ とを決意 したの もこの時期

のことであったか ら 「honeymoon」 とは名ばか りのあわただ しい時間であった。

結婚への機縁 となった乳児のろ くをはじめ治郎 と先妻 との間の子 どもと対面す るのは

十一月に入ってからであった。初子の 日誌には、
　

五 日、風吹、午後治郎原市二行 、初中磯村ニアヅケ置キタル小児ヲ見ル為 ニユ ク

と、あたか も治郎 と初子が別行動 をしたかのように記述 してい るが、治郎 は初子 を携 え

て子 どもたち と面会に行 ったのであ り、初子 を子 どもたちの母親 として面会 させ るため

に同行 させ たのである。可憐 な小 児を我が子 として迎 えるための行動 であ り、湯浅家の

一貝 としての初子にさせ るための 「面会儀 式」であった。

十二 日、晴天、初午前九時頃櫻井女學校ニユ ク。午後少 シ降雨、甚 ダ寒 シ。七時頃

治郎上州 ヨリ蹄ル。仁以女 ヲ伴 ヒ來ル ト錐モ、榮女 ト共ナ リショリ、 日本橋久保庭宅
28)

二止宿 ス。

　
廿入 日、晴天、治郎三郎 ト共に蹄宅 ス。

そ して、十二月十二 日には乳児のろ くを東京赤坂の居 に迎 え、治郎 と三人の子 どもの

五人 と生活す ることになったのである。

治郎は初子 と結婚後 も多忙 を極めた。群馬県会 と議長 として、家業の味噌醤油醸造販

売に、銀行の頭取 として、安 中教会の中心人物 として、 また警醒社の社主 として、東京

と前橋 ・安中 を往 き来 していた。1886(明 治19)年 の年末には 『将来之 日本』で論壇に

デ ビュー した猪一郎蘇峰が、興隆の方向に向か いつつあった大江義塾 を閉 じて、一家 を

挙げて上京 して きた。猪一郎蘇峰の 『将来之 日本』の出版 に際 して経済的支援 をした治

郎は猪一郎蘇峰 とともに1887(明 治20)年 には雑誌 『国民之友』 を創刊 し、1888(明 治

21)年 に 「民友社」の設立 し、主筆の蘇峰 を経営面か ら支 えた。この 「民友社」は1890(明

治23)年 には 『国民新聞』 を創刊 した。1886年 には組合教会本部の常置委員 とな りその

会計 を担当 して組合教会の運営に関与 し、他方1890年 に第一 回衆議院議員総選挙が挙行

され ると治郎は立候補 し、当選 した。1887(明 治21)年 か ら同志社 の社員に迎えられた

治郎は、新 島、猪一郎 とともに同志社綱領 を起草 し、同志社の財政整理に活躍 し始めて

いたので、東奔西走の毎 日であった。代議士 としての生活、家業 ・事業家 としての繁忙、

新聞社 の仕事、同志社 の社員 としての教育へ の積極的関与……こうした中で次第に治郎

の心は教育事業に傾 き、第二回衆議院議員総選挙 には立候補せず、 その居 も京都 に移す

ことにな る。
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繁忙 を極め る治郎 を支 えつつ も初子は、二つの ことを手掛け始めていた。一つは独 身

時代か ら習得に努めていた幼児教育の事業であ り、ろ くを始め我が子の為 に、また他家

の子 どもの為に我が家 を開放 して幼稚園を開始 した。他 は矯風会の主要 メンバー として

の活動である。

自宅 を開放 しての幼児教育事業には子 どもらが幼い心に稚 い頭に理解 されると否 とに
　

拘 らず、其子に最上 のものを與へ るとい う教育方針で臨んでいた。次の逸話はその点を

如実に物語 るものである。

禄子(二 女ろ くのこと)が 未だ七つ入つの頃、家で幼稚 園をして居た頃の事だ。何

か祝ひ事があつて、お萩が出來 た。 そしてそれが幼稚園の生徒一同に配 られた。其頃

か らよ く母の手傳ひをした禄子は、其 日も、各々の小皿にお萩配 りをやつた。庭が其

日禄子はお腹 を壊 して居 た。すんで仕舞ふ と、母は何の容赦 もなしに禄子に云つた。

"禄は
、お腹が悪いのだか ら、お萩は今 日はいけ ませ んよ"

　

母の一言は全 くの憲法である。禄子は妙 な顔 をして、喉の凝 りを呑んで引 き下がつた。
ヨ　　

「彼女 は又絶封に眞實であ る事 を、 自分に も亦子供に も萬遍な く求めた。」 日誌の裏表

紙に書かれた

おこた りのかたに しあれば百年の
33)

後 の世 まで も と"め お か ま し

と、言 う短歌 に も現 れ てい る。 幼 時か ち自制 と克己 を鍛 えてい く必要 を認め、 それ を我

が 児ばか りでな く、 幼稚 園 の通 学 児 に も求め て いたの であ る。

私心 の ない初 子 は情 か ら解放 され 眞實 を求 め、 貫 こ う とす る姿 勢で、 各々 の子 どもに

最上 の もの を与 え る とい う教 育方針 で幼 児教 育 に尽 くしたの であ る。

他 方、矯 風会 活動 は 、良俗 の酒養 ・普 及 を求め る もの であ る。 通常 の良俗 とは 異な る、

西 欧的 な価 値観 に支 え られ た、進 歩 を確 信 し、 人間 の根 本 的平等 とい う理 念 に基づ くも

ので あ った。 それは以 下の よ うな経過 で彼女 を巻 き込 ん でい くの であ る。1886(明 治19)

年 に来 日 した矯 風會 萬 國 派 遣 委 貝 と して 送 られ た レ ヴ ィ ッ ト夫 人(MaryClement

Levite)の 講演 を機会 に 誕生 した 「東 京婦 人矯 風會」の事 業 で あ る。 ア メ リカ で南 北戦争

(1861～65)の 直後 に起 こ った戦 争 の 「後遺症 」と もい うべ き酒害 の除 去の運 動が発 生 し

た。「禁 酒運 動」で あ り、運 動 の提起 者 ウ ィラー ド(FrancesElizabethCarolineWillard)

は米 国の各都 市 を巡 回 ・講 演 し、各 地 で母 親 と女性 の組織 を設立 して い った。「禁 酒運動 」

に端 を発 した女性 の団体(=全 国 キ リス ト教婦 人矯 風会=NationalWoman'sChristian

TemperanceUnion)の 国 際 的 な組 織(=世 界 キ リス ト教 矯 風会=WorldWoman's

ChristianTemperanceUnion>か ら派遣 され たのが レヴ ィ ッ ド夫 人で あ った。 レヴ ィ
　

ッ ド夫人は 「万国政府への請願書」 を携えて東京、神戸、岡山、長崎 などで矯風講演 を

行 い、夫の大酒に悩 まされた矢島揖子 を中心 として東京婦 人矯風会(Temperanceを 禁
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酒 と解 し、婦人禁酒会 との意見に対 し、それは矯風 ではないか として矯風会 なる名称 を
ヨら　

提案 したのは海老名みや子だ といわれ る)が 発足 した。初子、みや子、揖子は創立時の

会員であ り、揖子が会頭、みや子が会計に選 出されていた。(海老名みや子は創立の直後
　

に退会 しているとい う記事が 『女學雑誌』48號 にみ られる)そ の規約には会の 目的 を次

の ように規定 していた。

本会は社会の弊風 を矯め道徳 を脩め飲酒喫煙 を禁 し以て婦人の品位 を開進するを目
　

的 とす

ア メ リカの全 国 キ リス ト教 婦 人矯 風会 は 、禁酒 運動 に 限 らず 、婦 人参 政権 、道 徳教 育、

家庭 生 活の 改善 その他 、広 く社 会 問題 に関 して もその活動 を拡 げ て行 った。世 界 キ リス

ト教矯 風会 は、平 和(peace)、 純潔(Purity)、 禁 酒(Prohibition)が 家庭 と国 を守 り、
　

国際的な一致 とい う目的に必要な要素であるとしていた。

東京婦人矯風会の設立されたのは、1886(明 治19)年 であ り、1890年 を期 して国会 を

開設す るとの勅諭が出され、近 く憲法が発布 されるという情勢の中で、民権 の確立 とと

もに一夫一婦制度の確立、男女平等の実現 を期す る婦人団体 として姿 を現 わしたのであ

る。

初子は、矯風会の中心メンバー として1889(明 治22)年 に元老院に建 白書 を提出 して

いる。 この建 白書には男女入百余名の署名連印があったという。その要 旨が『女學雑誌』

第161號)に 掲載 された。

○倫理の基の要 旨

一
、一夫 を以て数婦に接す るは 自然に反す、何 となれは欧州各国の(伊 太利は女史の

数男子 よりも少 き故之 を除 き)人 口を男女に区別す るに女子の男子に超越するは

僅かに百分の三、七……即三分七厘余に過 ざれはな り、又欧州各国生児は男子常

に多 くして女子常に少な く十七歳 よ り四十五歳 まだえは男女の数平均すれはな り

一一、一・夫を以て数婦に接す るは人情に背 く、何 となれは婚姻 の趣旨は男女情 を尽 して

相愛す るに外 ならされはな り、情愛 を他 に分 ちて専 らならされは夫婦の関係消滅

すれはな り、有妻の男子他の婦人に接す るは姦淫なれはな り、有夫の女子他 の男

女に情 を分つ を以て人情に背 くとすれは、有妻の男子か他の婦人に接す るも亦同

しく人情に背 くものなれはなり

一、一男子四人の妻 を有す るを許されたる亜刺比亜す ら近 頃は一夫一婦に満足 し、一

夫数婦 を制 とす るモルモン宗 も米国政府 より公然一夫数婦 の制 を取 ることを厳禁

せ られた り

一
、我国は女子の数却て男子 より少なし則ち(明 治)十 九年 に於いて男子の数一千九

百四十五万千四百九十一人女子の数千九百〇五万六千六百八十六人にして男子百

人に付女子九十七人余な り、斯の如 く女子少 なき国に於 いて一夫 を以て数婦に接
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す るは決 して 自然に適当す るものにあ らざるな り、他の 日本の男子よ り其の配偶

を奪へ るものな り、 日本国に於て 自然に成立つへ き家族 を滅ぼす ものな り

一
、然 るに我国の中上等の家には畜妾の風習甚だ熾な り畜妾 より生す る弊害は

第一 夫 その妻虐遇 し、一家不平 とな り、夫妻その居 を別にす るに至 る

第二 人間の快楽 中最 も真実に優美なる家内の快楽 を奪 ひ去 る者な り主人一人の肉欲

を達す る為め父母妻子の快楽 を犠牲 とす るものな り。

第三 妾た るものはその家財 を盗 まん と欲 し、その子 を戸主 となさん と欲 し為めに一

家 を擾乱絶滅せ しむ るに至 る。

第四 児童の円満 なる発育 を妨 げ、皇天に対 し社会 に対 し大切に教育 させ る可 らさる

児童を して偏僻不淡泊 とならしむ。

第五 一家は一国の基なるを以て一家の不平擾乱一国に もその関係 を及ほすな り、又

た社会の上層に位する人の一挙一動は一町一村 より一国に波及す るものなれは、

上層の人か数婦に接す るは姦淫の毒瓦斯 を社会に流かす ものな り。

第六 子たるものは父の為す所 を擬す るを以て姦淫の悪習は後世 にも伝は り及ふな り。

一
、我国に於ては正妻 と妾碑、正嫡 と庶子 との区別判然せ さるか故にその弊害殊に甚

た し その区別 を立 るは甚 た必要 な り、英国の如 きは私生児は合法相続人たるを

得す

一、一夫数婦 を救ふの第一法は基督教によるにあ り、儒教は道徳 の活気な く且その教

へ妾 を卑めす、仏教 は女人を以て悪 人 とな し、仏の熱心 なる信者の中若 くは高僧

の中には数婦 を蓄ふるもの多けれは以て頼み とす るに足らす、只基督教は一夫一

婦 を主張す るものなれは必す之に よらさる可 らす。

一、その第二法は法律上男子の姦通 を制す る之れな り、刑法第二百五十二条は左の如

く改正せ られんことを望む。

現行法 有夫 ノ女姦通 シタルモノハ五 ヶ月以上二年以下 ノ重禁銅二処 ス 其 ノ相

ヒ姦スル者又 タ相同 シ

改正案 有妻 ノ男子若 クハ有夫 ノ女他 ノ男女二姦通 シタル者ハ共二六ヶ月以上二

年以下 ノ重禁銅二処 ス 其相 姦スル者亦相同シ

又た民法若 くは婚姻法の如 きものに於て男女の姦通 を制する為め左の箇条 を設け

ん ことを希望す。

一 姦通 トハ有妻 ノ男子若 クハ有夫 ノ女
、他 ノ男女二接 シ又ハ有妻無妻 ヲ問ハ ス

有夫無夫 ヲ問ハ ス他 ノ有妻男子又ハ有夫ノ女二接 スル ヲ云フ 即チ有妻 ノ男

子ガ妾 ヲ置 キ碑二接 シ芸娼妓 二接スルカ如キハ皆姦通ナ リトス

ー 夫婦 ノ中何 レナ リトモ姦通スル時二於 テハ其配偶ハ之 ヲ裁判所 二告訴 スルヲ

得ベ シ、而 シテ姦通者二向テ相当 ノ償金 ヲ請求スルヲ得ベ シ、然 レ トモソノ
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償金ハ姦通者所有 ノ財産 ノニ分 ノー二超 フヘ カラス。
　

一 姦通ハ離婚 ヲ請求スル正 当ノ理由 ト為 ス コ トヲ得ベ シ

この建 白運動の開始は1888(明 治21)年 のことであ り、「矢島会頭は 白装束に懐剣 をふ

ところにお さめていった。臣下の身で一夫一婦の建 白書を奉 ることはお上に抗議 申 しあ
るの

げ ることであ るか ら、いつ切腹 を仰せつけ られて も直ちにお受け出来 るように」の悲壮

な覚悟 であった といわれる。

弟猪一郎蘇峰がお見合 いの相手 として紹介 した犬養毅木堂 に 「一夫一婦制に関す る所

見」 をただ し、彼の堅持す る意志 のないことを知 るや 直ちに断 った初子である。 この建

白の起草に当たった として も不思議ではない。

「東京朝 日新 聞」は1889(明 治21)年5月21日 付 の紙上に 「倫理 の基の要 旨
」を全文報

るの

道 し、 同月25日 以降に 「宣是れ単 に柔弱 なる婦人の手にのみ委すべ き事 な らんや」 と題
　　　

す る社説 を掲げて、 この運動 を取 り上げた。「東京朝 日新聞」の社説は、一夫一婦の実現

という 「人生最緊最要の問題」のため には、基督教 に固執 して儒教 ・仏教 を排除するの

ではな く、「社会 の一大勢力 を造 り此の一大勢力 を以て此問題 の実行 を遂 ぐべ し」 とい
るヨラ

う、統一戦線運動の勧告であった。 中江篤介兆民 らが発行 していた 「東雲新 聞」は、同

年6月4日 号に 「大阪婦人の建 白」と題 して、湯浅初 子の署名 を削除の上、「倫理 の基の

要 旨」の全文 を掲載 したが、翌5日 号 は 「正誤」と題 して、「左の通 申越 したれば弦に正

誤す」 とい う前書に続けて

貴社新聞第四百十六号雑報欄 内に大 阪婦 人の建 白と題 し御掲載相成候項 中一夫数婦

の弊 を救ふの第一法は基督教に依 るにある云々の一項は妾等同意者に於ては少 し穏 当

を失す る嫌 なき能はず と存 じ建 白案中には記せ ざる筈に有之候 御掲載の主意の要点

は登初東京婦人矯風会主唱者が作 りたるもの ならん と存候 已に該会 よ り出す建 白案

には右の一項は削除 し有之趣 き聞及び候 故に妾等は該項 は初め より主意 中に記載無

之候 に就 ては乍御手数本文御掲載被下御取消之程御依頼申上候以上

明治廿二年六 月四 日

大阪市北区堂島裏二丁 目 石 田多佳

大阪市北区菅原町 松永芝香
　の

東雲新聞社御 中

こうした反響 を受けて初子等は民権論者の植木枝盛 に面談 し、建 白書の起草 を委嘱 し

たのであろ う。植木枝盛 日記(稿 本)の 五 月三十一 日の記述には 「湯浅初宅に過 る建 白
　

書 草稿 を渡 す 」 とあ り、六 月二十 七 日に元老 院 に提 出 され た建 白書 は植 木 の 手 に よ り成

った もの で あろ う。

1887(明 治20)年10月 に、司法 省 に「法 律取 調委 貝 会」が発 足 し、ボア ソナー ド(Gustave

亘mileB。iss。na,de)法 典 の 草案 輔 が最 終段 階 に 入 って い鯉.、889(明 治22)年 には
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「法典編纂二関スル意 見」が発表されいわゆる 「民法典論争」の導火線 となった。 こうし

た中での 「一夫一婦」制の提唱である。民権論者をも含んで幅広い反響があったことは

勿論 である。 この 「一夫一婦」制 の建 白は、東京婦人矯風会の組織の改編に もあらわれ

た。矯風会の世界共通のシンボルであ る、ホワイ ト・リボンに由来す る 「婦人白標倶楽

部」が東京婦人矯風会の外部組織 として、政治問題 を扱 うために創出されたし、内部組

織の整備拡充が なされ、禁酒、教育、政権、慈善、衛生、風俗 の六部 を発足 させ、初子
48)

は風俗部 の副部長に選出されている。

1889(明 治22)年 に、大 日本帝国憲法が発布 され、同時に貴族院令 と衆議院議員選挙

法が公布 された。 この法令では、婦 人は選挙権 ・被選挙権 を与えられなかった。 この婦

人参政権 に対 しては何故か矯風会は何 らの発言 もしていない。1890(明 治23)年7月 に

は、「集会政社法」に公布 され、女子が政談集会の発起人になること・政談集会 に参加す

ること ・政社 に加入す るこ とを禁止 し、違反者には2円 以上20円 以下 の罰金に処す るこ

ととし、婦人 を政治か ら厳重に遮断 した。 また政府は帝国議会の開催 に備 えて 「衆議院

規則案」を作成 し、「婦人ハ傍聴 ヲ許サズ」とい う条文 を入れた。 この政談集会への参加

禁止・議会の傍聴 の禁 止に対 しては、「婦 人白標倶楽部」は 「集会及政社法」第四条の改
　　ラ

正建 白書 を東京府庁 を経て元老院に提出 した。

第一回衆議院議員総選挙に治郎が立候補 し、当選 し、国政 に参与す ることとなるが、

治郎の政界での活躍は長続 きしなかった。1890(明 治23)年 に新 島裏が永眠 し、治郎が

同志社の経営に参加す るこ とを要請されたか らである。経理 に明るい人 として同志社の

資産管理委員 として山本覚馬氏か ら懇請 され、同志社の綱領 を新 島裏 と猪一郎蘇峰 とと

もに起草 した治郎は、同志社の財政整理 に着手 した。20年 間に もわたる京都での生活で、

同志社の磐石の基礎 を経理面か ら築 きあげたのは治郎の手腕 による ものである。

湯浅 も初子 も基督者である。一人は新島の直弟子、初子はゼー ンスの直弟子、 また

新 島の弟子で もあ る。二人 とも外聞 を氣に しない。二人 とも、内に内に と築 き上げる

流儀だ。二人 とも眞實其の ものだ。二人に共通の鮎は多分 に在 る。然 し二人 とも飽 く

まで強い。飽 くまで譲 らぬ流儀である自信の強 さでは甲乙はない。唯一全然違ふ貼は、

湯浅は経理に明かで、徹頭徹尾豫算決算か らやつて行 く即ち聖め られたる實業家だ。

初子は子供本位 で、金銭 にはむ しろ心が無い。決 して 自身の贅澤などは考へた事 もな

いのだが、子供の養育、子供 の教育 と云ふ時には、豫算決算 などはす ぐ超越 して仕舞

ふのだ。湯浅がこの大家族 を控へ、教育盛、嫁入前の息子娘 をか ・へ なが ら、其全精

力を、一文の収入 もない云は"道 樂仕事 に當つて居 る時、然か もそれが廿年 も績 いて

居ていつ果て るとも分 らぬ時、如何 に湯浅が経済的に堪能な人であつても、時には持

ち株の上 り下 りも有 らう。事業が思 はし く繰廻せ ぬ時 もあらう。思はぬ支 出の績 く時

もあ らう。 こんな時、頑是 ない澤山の子供 を傍へに、如何に心 を配 っても、初子の手
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で當てがはれた豫算が幾度 とな く脱線す る時に、湯浅の疽癩 も又無理の無い事 であつ

たに違いない。

初子 とすれば又 自身何 もか も捨て ・、この多 くの子供 と家 とに奉仕 して居 るのに、

僅かの金銭 にそれ程やか ましく云はれ る道理はない筈 と思つたのも又無理はない。唯

財政丈けではない。湯浅が關係す る程の事 は、初子は内外皆預 つて居た。彼女の儒教

式 キリス ト教 と、湯浅の實業家的基督教 の間に、所謂武家出 と商家出 との間に、 いつ

れ も聖化の途中に有つていつれ も自信の権化 と云つた強 さの二人の間に問題毎に、悉
　

く始めから一致する事は有 り得ない。

息子の十郎は治郎が同志社の理事 としてその経理 を預か っていた時のことを

あの時分、父 と母は、時には衝突があつたや うで した。 でも、子供等の前では争は

ない事に してあつたと見えて、 そんな時は、 きまつて洋式の磨接間へ入つて、二人切

りで話 して居 ました。父が可な り激 しい言葉で物 を言つて居 るのが、洩れ聞 こえる位
らユラ

で、内容は何 も解 りませんでしたが、子供心に、如何 にも悲 しい思 ひが為 ま した。

才覚のある商家の出身の治郎、教育熱心で きかぬ氣の持 ち主の初子、二人が衝 突 しな

いわけはない。先妻 との間の4人 の子 に加 えて、二人の間には、三女 しち、五男入郎、

四女 くめ、六 男十郎、五女かず よ、六女なお よ(天)、 七男絵三、入男餓四郎の7人 の子

どもがあった。家業 を次男三郎に譲 っていたので、治郎の生活は資産の運用によるもの

であ り、家計は 「計入制出」に立たざるをえなか ったのであ り、家計のあ り方 をめ ぐっ

て初子 との衝 突も大半ここか ら生 まれていた。

治郎 は1932年(昭 和7)年 に、初子は1934(昭 和9)年 に帰 らぬ人 となった。家業 を

隆盛に導 き、政界にもその力量を発揮 した治郎の壮年期、その最盛期に妻 となり、矯風

会活動にも積極的に参加 し、元老院に 「一夫一婦制」の建 白を提出す ることになった初

子、二人の結婚 は、男女平等 とは言い難いが、天理 に基づ て信頼 しあい、「夫唱婦随」の

家庭 を築いた といえよう。

熊本洋学校の もう一人の女生徒横井みや子は、同 じ熊本洋学校卒業生の海老名弾正の

妻 となっている。彼女 との結婚について海老名は次のように語 っている。

我々二人(=横 井時雄 と海老名弾正の二人)は 熊本に行 き、彼庭の状況を視察 した。

徳富蘇峰は大江義塾 を興 し、青年 を集めて居 る。大久保 眞次郎は政治運動に没頭 して

居 る。田中賢道 も同 じく政事運動に奔走 して居 る。私は彼等の政談演説會に も出席 し

て見 たが、中々の盛會であつ た。前田案子君が演説の中途で行詰 り、眼を白黒 させて

居つ たが、 どうして も出ない、 とうとう忘れましたといつて、引き込んだ所 は氣の毒

であつたが、熊本人の正直 さが見えて頼母 しかつた。熊本には数名の信者 もあ り、又

若干求道者 も居 るか ら、よ しや下村の英語學會は癩止す るとも傳道は纒績す ることに

して、熊本 を去 り、二人は京都に鋸つた。 そして同志社に於て、又教會に於て、盛大

一205一



Capt.L.L.Janesと 熊 本 洋 学 校(4)

に傳道説教 をなし、少なか らず會衆 をして霞感 に溢れ しめた。次いで大阪に行 き神戸

に往つて、傳道の気勢 を揚げたのである。 同志社に居 る者は、學校経螢に没頭 して居

るが、地方に居 る者は、皆、實戦 の勇士であつた。

そこで偶々京阪神に來れば、引張凧 となつて、信仰の英氣 を獲揚 したのである。 と

ころが横井は急いで今治 に蹄 らねばならぬや うになつた。神戸港か ら乗船す るので、

私は彼 と同伴西村屋 に投 じた。時は恰 も夕暮 で、私は同伴 して室に入つた。室は旅館

の二階、海に面 して居た。横井は私 を見てにつ こり笑つていふ、見出 したかい、何 を

さ、細君 さ、中々見出さない、居 らないよ、此れが二人の問答であつ た。横井は嘗 て

或 る女性 を私に勤めたこともあつたが、私は辞 した。庭がやがて彼はおれの妹 は近頃

眼の方 も大分快 くなつて、夜分 も讃書 して居 るや うだ。 ウー ンさうか、眼が悪かつた

や うに聞いて居 たが、それは結構だな!。 妹 は我々の仲間には到底六 ヶ敷いか と思つ

たこともあつたが、このごろは、母 は我々の仲間に くれるか も知れない。君 どうじや。

君の妹 なら、人柄 も大抵分つて居 るし、血統 も分つて居るし、英語 も出來 るし、 もら

はれ るなら、欲 しいねえ。家内 と相談 して家内か ら話 させてみよう。それは誠によい

話 であるが、 それなら僕は先づ友人の了解 を得 たいのである。君の妹 を欲 しい人は幾

人 もあつた さうだが、中に も僕 の親友某は熱中 して居つたさうだが、失敗に了つ たこ

とは君の知 る通 りだ。君が先 日僕 に告げたや うに、彼は既 に優秀な某女子 を撰定 した

さうだから、最早、何 の遠慮はい らないけれど、僕は友情 を重んずるのだ。友情をも

傷 けて候補者を定 むるこ とは、不本意千萬であ るか ら、先づ彼 と相談 して、然 る後改

めて僕の方か ら君へ相談致 さう、君の方に可能性があるかないか、君の細君 を煩は し

て探つて戴 くこ とは差支 なか らうと思ふ、宜 しく御頼み 申す といつて別 れた。が、何

だか、半分は成立 したや うな心地が した。私 は其 の後態々遠 く友人 を訪問 して、私の

意志 を明 した ら、彼はいふ。ウーン、 さうか、 さうなると、何 だか、君の家には行 き

に くいね!恥 つか しい氣がす るよ。 しか し君が貰つて呉れ ・ば満足だ。彼女は、何 だ

か腰骨の強い度胸の据つた女だよう。横井 とは違ふよ。君が貰つて呉れ ・ば満足だ。

それ もさうだが、まだ外に もあ るよ。何某は才媛 であ る。アレを貰つたらどうだ。某々

二人の うち僕は乙を撰んだが、君は甲を撰んだらどうだ と、友人は私 に薦めた。有 り

難 う、僕は矢張横井の方に しようと答へた。

その後、私は横井家の親 しき係 り讐ベ レー教師に私の意志を陳べて、教 師の意見 を

聞いた。教師は直に答へ て、Verygood;sheismild,gentle,intelligentandbeatiful.

斯 く答へ られたは、一 もな く二 もな く、決意 を固むるばか りである。翌 日ベ レー教 師

は私に語つていふ、彼の女の健康は近頃良好であつて心配 ないが、懐妊の時期が心配

になる。懐妊 さへ しなければ、安心であると云つた。之は私 をして多少躊躇せ しめた

が、最早騎虎の勢 中止す る言睾には行かぬ。私は一 ヶ月ばか りも横井に をくれて今治に
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到着 した。横井 はいふ。家内の探知す る所 によれば、一寸六 ヶ敷 さうである。結婚の

事は當分中止 といつ て居 るさうだ。それなら、それでもよいが、君の妹 は前年の事 を

氣に して居 るか も知れない。何某は既に他 の女子 と婚約 して居ることを知つて居 るか

どうか、又僕は彼に面會 して了解 を得て來たことは無論知 らないだ らうか ら、 この二

件 を細君か ら話 して もらひたい。而 して改めて僕の意志 を告げて貰ひたいとは、依頼

した ものの、私 は翻つて色々彼の女の健康状態につ き聞 き質 して見れば鯨程虚弱のや

うである。彼の女は人物 も高貴であ り、英學 も相磨に出來て居 るか ら、申分 はないが、

身艦虚弱の為我が獣 身の仕事が妨げ られては神に封 し又、父に封 してす まない。 さう

思つて苦慮煩悶、食の味を失 ひ、数同絶食するに至つ た。一度過つては生涯取返 しは

つかない とつ らつ ら考へ て見れば、今 まで妻を癸ることは、重に讃書 して助力 して貰

ひたいといふ利用の立場か ら考察 を下 して居つた。が、 さて さうなると、若 し健康の

女子 と錐 も婚姻後虚弱の女 とならん とも豫知 し難い。果 して虚弱の人 となつたら、そ

の時は必ず大失望 に陥るであ らう。利用主義 の大飲陥は見逃 されない。健康 も必要で

あ り、學才 も必要 であるが、婚姻の根本精神 は更に更に深 いものでなければならない。

それは、永久攣 らない ものでなければならない。それはLoveで ある。之れは夫婦の根

本第一義 である。問題は之れである。我果 して眞に彼の女 を愛す るや。否や。如何様

の境遇に出逢ふて も、攣 らない、動かない、薄 らがない愛があるや否やである。之に

て凡ての解決 はつ くのである。 こ ・に夫婦の神聖なる奥義が存す るのである。神 の聖

旨はこ ・にあ ると衝 き留めたとき、私の心は繹然たるを得 たのである。恰 も私 の方に

その決心がついた とき、横井は私 に告げていふ。妹の心は動いた。母 もその氣になつ

て居 ると。私 は欣然 として横井の報告 を関 き、彼の特別 なる紹介 を受け、母堂 と妹君

とに改めて挨拶 をな した。翌 日は横井家全家及び教友三名 を伴 ひ、乗船 して近傍の島
　

山に遊んだ。私は本望 を達 し、後 日を期 して、今治 を群 し去つた。

親友の横井 と海老名の偶然の会話から横井の妹みや子 と海老名の縁談が出て来る。男

女共学に反対 し、熊本洋学校時代、儒学的倫理観の虜 となってお り、みや子や初子 と共

に学ぶ ことに反対 していた海老名が温和で優 しく、知的で美 しい女性みや子に魅せ られ

たが、医師 としてのベ レーの 「懐妊の際には心配である」 との指摘に、 また結婚 二家系

の存続 とい う封建的な家制度に縛 られている彼の動揺が如実に示 されてい る。海老名が

結婚=両 性の愛の表現 として受け止めるためには、苦悶の 日々を必要 とした。病弱な妻

の存在が伝道者 としての桓桔 となるか も知れない。だが、二人の愛はこの困難を乗 り切

れるよう神が導 いて くれ ると確信 した時、結婚への躊躇は消 えた。みや子 とて同様 であ

っただろう。煩悶の未の結論であった といえよう。 そうしたみや子の健康状態が東京婦

人矯風会の発起人に名 を連れた ものの、第一 回の議貝懇談会 では退会届 を提出 したこと

が うなづけ る。
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海老名がみや子 と婚約 した直後にみや子に対 して次の書簡 を送 っている。

實に御互ひ未だ智に も徳に も不完全 なる者なれば、必ず心 を痛むる事折々あるべ し。

然 し御互ひ赦 し合ふ も亦一つの令徳 と奉存候。且つ相赦 し相扶け相補ひ相全ふす るに
らヨラ

御互ひ一生の道 と存候間、御互ひに眞面 目を打出 して交 り度候。

以前は世上 に愛すべ きものな く亦失望 の果 として天國を希望する様に相成 り候ひ し

が、此頃は世上に も亦パラダイスがあるか ら亦愈永遠に至 るべ き様永遠不壊 のものに

氣が うつ り申候。花喩の如 く先づ神 の國 と其の義 を求めば何 も我等をして高尚清潔の
　

道に進むことに至 らしむ。實に神の御高慮は感謝に堪えざること ・奉恭悦候。云々

一方は
、夫婦相愛の道 を説 き、他 は人生観の変容 とも考 えられ るものであ り、みや子

と結婚す ることが地上のパ ラダイスの実現 と大袈裟 な表現 をしている。

相互扶助、相思相愛の実践が彼 らの結婚生活の基点であったことはいうまでもない。

政府 と民衆が 日本人に共学の特権 を否定に固執 していたので、この仕事はすべ て「女

学校」でなされねばならなか った。 しか し世界中の誰一人 として彼女以上に、その中

で無限のものの不変の法則が揺 り篭か ら墓場 まで彼 らが組織 されるはずであることを

命 じているが、人間的な生活のすべての本質的な仕事に彼 らを準備す る教育における

両性の公正 で、名誉である、そ して公平な組織か ら生 じるそうした特殊な利点 と相互

利益の普及力があ り力強い性質 を、知 る者はいない。誰一人 として彼女のような者以

上 に、分離の連続の中で自然発生的に生 じる悪の本性 を、 またそうした政策の唯一の

基礎 を形成す る好色な口実 と疑念 を、知 っている者はいない。彼女の国の人々の偏見

と古い政策 とは、彼 らに、 たった今告発 されたように、半ば便宜的 な、男女別学の制

約 された手段 で急に止まることへ と導いた。 しか し、本性 と精神 に対 して主張 され;

30年 も以前に最悪の逆境の下でさえよりよい制度の可能 性の証拠を、彼女の性(=女

性)の ためにか ち取 られ;そ の利益 と祝福の孤立 しているが典型的な ものをそなえて

いるという;そ うした偏見を否定す る不屈の持続力のある精神は、それがア メリカで

および伝統の成熟 した、先例 の統治する、偏見につ きまとわれた ヨー ロッパでさえも
ららラ

勝利 したように、 日本 でも遠か らず勝利す るであろう。

ジェー ンズが海老名夫妻については伝道者夫婦 としていたが、湯浅夫妻については、

京都の上流社会の一員 と記述 してお り、湯浅の生活が資産運用 に依 りなが ら同志社の経

営者 として活躍 していることは見逃 されている。

何れにしても初子 とみや子はキ リス ト者 として結婚生活に入 り、充実 した生涯 を送っ

たのであ り、熊本洋学校での共学が、男女平等 を、また夫婦の協同 ・相互補完 ・相互信

頼、愛による紐帯の家族観 を基礎づけていたということではできないであろうか。婦人

矯風会活動や一夫一婦制 を堅持 しようとすることに現れたのではなかろうか。(完)
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註

1)Capt.LLJanes"Kumamoto"(同 志社社 史々料編集所 「史料彙集第二集」p.128)

ジェー ンズは、初子の配偶者の湯浅治郎 を「枢密院議員」=memberofEmperor'sPrivy

Councilと 記述 しているが、初子 との結婚 当時治郎は衆議院議員 であ り、明 らかな誤記であ

る。京都御所の近 くに住 んでいた ことが、あたか も治郎 を旧貴族の如 く認識 させ たのでは

なかろ うか。治郎 は本文 で も述べ たよ うに安 中の豪商の総領 息子 であ り、幕末明治の大変

動期 に事業 を拡大 していった手腕 の持 ち主で もあった。

2)久 布 白落實 『湯浅初子』16頁

3)久 布 白落實 『湯浅初子』22頁

4)久 布 白落實 『湯浅初子』31頁

5)久 布 白落實 『湯浅初子』34頁

6)久 布 白落實 『湯浅初子』45頁 ～46頁

7)久 布 白落實 『湯浅初子』46頁

8)「 共案学舎 」の成立事情 は、次の 「共立学舎設立 ノ旨趣」に明 らかである。

夫 レ学ハ知識 ヲ研 キ芸術 ヲ磨 スルハ言 ヲ侯 タスシテ明カナ リ。 然 リ ト錐モ其人能 ク徳 ヲ

修 メ行 ヲ正 シ其芸術用 ヲ為 スニアラサル ヨリハ、寧 ロ学ハサル ノ愈 レルニ若 カサルナ リ。

本邦外交一 タ ヒ開ケシ ョリ、西学盛二行ハ レ文明 日二進 ミ物理器械 ノ術 至ラサルナシ ト錐

モ修身成徳 ノ学行ハ レズ、梢達識百課 ノ技芸 ヲ究メ其理 二通 ズルモ ノ ト錐モ、其 ノ行 ヒ或

ハ見ルベ カラザルモ ノア リ。是 レ他 ナシ、修 身成徳 ノ学ナ ケレバ ナ リ、而モ彼 ノ漢籍二陳

腐 シ其 ノ用 キガ如キハ論ナキ ノミ。今 薙二同志数名相議 シー小学舎 ヲ営 ミ大二修 身成徳 ノ

学 ヲ講ジ以 テ百課 ノ学二及 ビ、大二其 ノ才 ヲ成 シ、其 ノ用 ヲ為 スアラン トス、 多方 ノ同志

或ハ之 ヲ賛成セバ独 リ同志 ノ幸 ノ ミニアランヲヤ。国家誘学 ノ際年少向学 ノ道二於 テ小補

ナ カラザルニ庶幾 カラン。

明治十二年 十二 月十七 日

共立学舎総代 徳富 一敬

嘉悦 氏房

宮川 房之

(花立三郎 『大江義塾』21頁 よ り孫引)

9)花 立三郎 『大 江義塾』18頁
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15)三 浦綾子 『われ弱ければ』96頁 ～97頁
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18)三 浦綾子 『われ弱ければ』113頁 ～122頁

19)久 布 白落實 『湯浅初子』81頁 ～82頁(同 旨 久布 白落實編 『矢嶋揖子傳』131頁

20)久 布 白落實 『湯浅初子』83頁

21)湯 浅三郎編 『湯浅治郎』10頁

22)湯 浅三郎編 『湯浅治郎』39頁 ～41頁

23)久 布 白落實 『湯浅初子』85頁

24)久 布 白落實 『湯浅初子』85頁

25)久 布 白落實 『湯浅初子』86頁
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26)久 布 白落實 『湯浅初子』87頁

27)久 布 白落實 『湯浅初子』94頁

28)久 布 白落實 『湯浅初子』99頁

29)久 布 白落實 『湯浅初子』101頁

30)久 布 白落實 『湯浅初子』132頁

31)久 布 白落實 『湯浅初子』132頁

32)久 布 白落實 『湯浅初子』133頁

33>久 布 白落實 『湯浅初子』133頁

34)「 万国政府への請願」の全文は次の通 りである。

我等、 この請願者は、体 力的には弱 き種族 とは云え、家 を愛 し、国を愛 し、世界国家の

家族の一員 としては強 き精神力の持主であ ります。我等は明確 な頭脳 と、清 らか な心情 と

が正 しい生活 と、幸福な家庭 を造 り、又国々を平和 に近づ け るこ とを信 じます。

我等は、アル コー ル、阿片其他麻薬の使 用が我等の社会生活 を乱 し、世界 を不幸に し特

に我等の子供等 を禍 いす るこ とを知 って居 ります。我等 は麻薬、阿片等が正当な保護の下

で売 られ、政府が其利益 を得 るために、時に条約に よって強制的に売 りつけ られ て居 るこ

と、恥 をもって認め ざるを得 ません。我等は世 界の道徳標準 を高め、悪 を為 す ことを困難

にす るために、法律 は多 くの為すべ きこ とがあることを認め ます。我等は今世 界が こうし

た悪の下に苦悩 して居 る現状 に対 し、何 をす る力 も有 りませ ん。然 しあなた方は、 この混

乱の内か ら国々の名誉 を取戻す力 を持 って居 られます。故に我等は、各国の婦人等の協 同
一致の代 表的声 をもって あなた方の下 に参 ります。 そして法律 の基礎 を高めて、之 をキ リ

ス ト者の道義の上に立って、各国が、アルコール飲用売ること、又阿片売買す るこ とを禁

じ、此等の全面的禁止によって世界の国々又各国政府の下に在 る諸々の殖民地 よりこの災

を取 り去 られんことを希 うものであ ります。(久 布 白落實の訳に よる)

『日本 キ リス ト教婦人矯風会百年 史』26頁 よ り孫引

35)久 布 白落實 『矢嶋揖 子傳』199頁

36)『 女学雑誌』48号 所収(『 日本キ リス ト教婦 人矯 風会百年史』42頁 より孫引)

37)『 日本 キ リス ト教婦人矯風会百年 史』38頁

38)『 日本キ リス ト教婦人矯風会百年 史』27頁 ～28頁

39)外 崎光広 『日本婦 人論史』(上)132頁 ～135頁

40)『 日本キ リス ト教婦人矯風会百年史』65頁

41)外 崎光広 『日本婦 人論史』(上)136頁

42)外 崎光広 『日本婦 人論史』(上)136頁

43)外 崎光広 『日本婦 人論史』(上)136頁

44)外 崎光広 『日本婦 人論史』(上)137頁

45)外 崎光 広 『日本婦 人論史』(上)139頁 よ り孫 引

46>大 久保泰甫 『日本近代法の父 ボア ソナア ド』150頁

47>大 久保泰甫 『日本近代法の父 ボア ソナア ド』160頁

48)『 日本 キ リス ト教婦 人矯風会百年史』66頁 ～67頁

49)外 崎光広 『日本婦人論史』(上)201頁

50)久 布 白落實 『湯浅初子』134頁 ～141頁

51)久 布 白落實 『湯浅初子』139頁

52)渡 瀬常吉 『海老名弾正先生』162頁 ～165頁

53)渡 瀬常吉 『海老名弾正先生』166頁

54)渡 瀬常吉 『海老名弾正先生』166頁

55)Capt.L.L.Janes"Kumamoto"(同 志社社史々料編集所 「史料彙集第二集」PP128～129)
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①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

主要参考文献

Capt.LLJanes"Kumamoto"(同 志社社史々料編集所 「史料彙集第二～四集」

ブレッ ド.G.ノ ー トヘルファー 『アメリカのサムライ』

同志社編 『熊本バ ン ド』

福沢諭吉 『学問のすすめ』

徳富蘇峰 『蘇峰 自傳』

内村鑑三 『余は如何 にして基督信徒 とな りし乎』

久布 白落實 『湯浅初子』

久布 白落實編 『矢島揖子傳』

湯浅三郎編 『湯浅治郎』

渡瀬常吉 『海老名弾正先生』

昭和女子大近代文学研究室編 『近代文学研究叢書10』

徳富薩花 『竹崎順子』
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